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北海道分析化学賞 

石田 晃彦 先生  （北海道大学大学院工学研究院） 

大津 直史 先生  （北見工業大学機器分析センター） 

同奨励賞 

佐々木 隆浩 先生 （室蘭工業大学大学院工学研究科） 

同功労賞 

大澤 雅俊 先生  （北海道大学触媒科学研究所） 

久万 健志 先生  （北海道大学大学院水産科学研究院） 

 

 

 

 

 

 

16：15 ～ 16：25  ・  16：30 ～ 17：50 

 

「簡易分析のためのバイオ・化学システムおよびマイクロ流体システムの構築」 

（北大院工） 石田 晃彦 

「ナノ表面分析の活用による生体機能型金属材料の開発とその評価」 

（北見工大） 大津 直史 

「核磁気共鳴および電子スピン共鳴によるπ共役系らせん高分子の構造解析」 

（室工大） 佐々木 隆浩 

 

主催  （公社）日本分析化学会北海道支部 

期日  2016年1月20日（水）16：15〜17：50 

会場  北海道大学フロンティア応用科学研究棟１Fセミナー室（北区北16西8） ※次頁ご参照。 

お問い合わせ  公社）日本分析化学会北海道支部事務局 （担当：氏間） jsac-hb@w9.dion.ne.jp  
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既に前回の支部ニュース等でもご案内致して

おります通り、第 51 回氷雪セミナーは以下の要

領で開催されます。 

主催 ： （公社）日本分析化学会北海道支部 

期日 ： 2016 年 1 月 10 日(日)  13 時 30 分～ 

1 月 11 日(月)  11 時 00 分 

会場 ： 札幌北広島クラッセホテル（北広島市中

ノ沢 316-1）電話：011-373-3800 

交通手段：(1) 札幌駅から快速エアポートで

約 16 分 JR 北広島駅からシャトルバスで約

10 分、(2) 札幌から車で約 40 分（約 34 km） 

http://kitahiroshima.classe-hotel.com/ 
なお、1 月 11 日(月)のセミナー終了後に

ホテルからの送迎バス（11:30 ホテル出発札

幌駅北口行）をご利用いただけます。 

概要 ： 北海道のエネルギー・環境に関わる現状

や将来展望について専門家の話題提供およ

びディスカッション 

 

講演 ： 

１．北海道のバイオマスプラントの現状と将来  

松田従三 様 （北海道大学名誉教授） 

２．災害としての雪、資源としての雪  

石井吉之 様 （北海道大学低温科学研究所） 

３．天然ガスの普及拡大とスマートエネルギー

社会の実現に向けて 

伊藤智徳 様 （北海道ガス株式会社） 

懇親会 ： 講演会終了後クラッセホテル内で開催 

参加費 ： １万３千円（当日承ります） 

申込方法 ： 世話人までメールでお願いします

（お電話等でのお申込みも承ります）。期日が

迫っておりますので、参加をご希望の場合は

お急ぎご連絡下さいますようお願い申し上げ

ます。 

世話人 ： 北海道大学大学院工学研究院量子理

工学部門 藤吉 亮子（電話：011-706-6674 

e-mail: fuji@eng.hokudai.ac.jp ） 

（北海道大学大学院工学研究院 藤吉 亮子） 

第 51 回 氷雪セミナー  

会場は 

こちらから 
※  アクセス：地下鉄南北線「北12条駅」または「北18条駅」下車、徒歩5～15分。 

※ 「授賞式・受賞記念講演会」へのご参加は事前申し込み不要です。参加無料。 

 

お誘い合わせの上、お越しください。 

 

 

工学部・工学研究院 

http://kitahiroshima.classe-hotel.com/
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共催 

日本分析化学会・日本化学会・触媒学会・電

気化学会・腐食防食学会・表面技術協会・石

油学会 各北海道支部 

 

会期  2016年1月19日（火）・20日（水） 

 

会場 北海道大学フロンティア応用科学研究棟

（札幌市北区北16条西8丁目） 

特別講演 

 （1月19日16：30～17：40/A会場［予定］） 

 「高効率・大面積化を目指した水分解光触媒

シートの開発」 

堂免一成 先生 

（東京大学大学院工学系研究科） 

懇親会  

1月19日（火）18時（予定）より北海道大学北部

食堂（札幌市 北区北17条西8）にて開催予定。

【通常会費（12月16日以降払込分）】一般

6,000円，学生2,000円。 

 

参加登録費  

【通常参加登録費（12月16日以降払込・申込

分）】共催学会員：一般3,000円，非会員：一

般4,000円（いずれもプログラム集・予稿閲覧

権を含む）。 

 

通常参加登録申込締切 2016年1月15日（金） 

 

参加登録・懇親会予約申込方法  

ウェブサイトにて必要事項を記入の上，お申

し込みください（複数名での同時登録も可能

です）。参加登録費・懇親会費については銀

行振込にてご送金下さい（1月15日まで，それ

以降は当日受付にて現金でお支払い下さい）。

登録の際のメールへの返信にて入金終了を

お知らせ下さい。 

振込先  

北海道銀行（0116）・札幌駅北口支店（152）, 

普通, 1239671（名義）化学系学協会北海道

支部2016年冬季研究発表会 実行委員長 

神谷裕一 

 

予稿公開および閲覧 

予稿はウェブにて公開します．閲覧には参加

登録（実行委員会での入金確認）し，その際

に登録したメールアドレスとパスワードが必要

になります。 

 

ウェブサイト 

http://pcat.cat.hokudai.ac.jp/toukiken/ 

 ＊詳細な日程やプログラム，参加登録などす

べての情報は2016年冬季研究発表会ウェブ

サイトから確認できます。冬季研究発表会に

関する最新の情報は，webサイトを通じてご案

内いたしますので，随時ご確認下さい。 

 

連絡先  

 〒060-0810 札幌市北区北 10 条西 5 丁目  

北海道大学大学院地球環境科学研究院  

 化学系学協会北海道支部 2016 年冬季研究発

表会 神谷裕一 

 TEL/FAX: 011-706-2217,  

 E-mail: toukiken@pcat.cat.hokudai.ac.jp 

 

プログラム 

プログラム暫定版を次項に掲載致しますが、

12月4日現在の情報です。 

正確な情報については以下の公式ウェブサイ

トをご覧ください。 

http://pcat.cat.hokudai.ac.jp/toukiken/ 

 

（北海道教育大学札幌校  

蠣崎 悌司） 

 

化学系学協会北海道支部 2016 年冬季研究発表会  
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 化学系学協会北海道支部2016年冬季研究発表会  
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公社）日本分析化学会北海道支部 「授賞式・受賞記念講演会」 16：15〜17：50 
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平成 27 年度の北海道支部公開セミナーは、7

月 27 日（月）に北見工業大学において開催され

た。福島正巳先生（北海道大学大学院工学研究

院）を講師に迎え、「腐植物質の化学：農工連携

の試み」と題してご講演いただいた。 

北見工業大学の教員や学生に近隣の方々を

加え、74 名が受講した。福島先生は豊富な研究

成果を熱心かつわかりやすく語られ、聴衆から

続々と寄せられる質問にも丁寧に答えられていた。

北見には珍しく蒸し暑い日であったが、会場の熱

気はそれを遥かに上まわるものであった。 

 

（北見工業大学バイオ環境化学科 齋藤 徹） 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年北海道地区化学教育研究協議会は、

11 月７日(土)午前 10 時から北海道大学大学院

地球環境科学研究院 D-201 講義室にて開催さ

れた。参加者は、学生29名、小中高等学校教諭

43 名、大学教員 16 名の計 88 名で、非常に多く

の関係者が道内各地から集まった。 

北海道地区化学教育研究協議会丸木克朗会

長（北海道釧路江南高等学校長）と日本化学会

北海道支部松橋博美支部長（北海道教育大学

函館校教授）の開会挨拶の後、国立教育政策研

究所教育課程研究センター研究開発部教育課

程調査官の野内頼一先生の「次世代を育てる理

科教育」と題する特別講演が行われた。生涯に

わたり学習する基盤が培われるように、判断の根

拠や理由を示しながら自分の考えを述べることに

重点をおいた理科教育について、小中学校での

実例を交えながら紹介された。午後からは、小中

高大から１名ずつ演者が登壇し、横倉慎先生（札

幌市立栄西小学校教諭）から「小学校理科教育

における問題解決学習 第６学年『水溶液』の実

践を通して」、柴田敬祥先生（釧路市立幣舞中学

校教諭）から「科学的素養の育成－粒子領域か

ら始まる中学校理科の単元構成を生かした活用

型授業の工夫 ～中学校１学年の実践を通して」、

佐藤友介先生（北海道釧路湖陵高等学校教諭）

から「高校化学分野における授業の工夫・改善 

～メタ認知の育成を目指した、探求的な活動を

取り入れた授業実践」と題する提言が行われ、山

田が「発光現象を利用した化学実験教材」として

蛍光・化学発光を利用した教材を演示紹介した。

講演の後、５名の演者をパネリストとして「小・中・

高・大学での研究実践と課題に関する討論」が

行われ、最後に宇都正幸支部長が閉会挨拶を

行った。 

研究協議会終了後は例年通り、ホテルダイナ

スティで懇親会が行われ（参加者 27 名）、食事を

しながら参加者の活発な意見交換が行われた。 

 

（北海道大学大学院地球環境科学研究院    

山田 幸司） 

 

2015 年 北海道地区化学教育研究協議会  

2015 年度公開セミナー  
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第 33 回九州分析化学若手の会 

夏季セミナーに参加して 
 

 角地 優子 
  

去る平成 27年 7月 24～25日に熊本県上天草

市の亀屋ホテル華椿で開催された「第 33 回九州

分析化学若手の会夏季セミナー」に日本分析化

学会北海道支部と九州支部の交流事業の一環と

して、参加させていただきました。私事ではありま

すが、九州訪問は初めてであり、見知らぬ風景に

期待を膨らませて、熊本に向かいました。熊本に

到着したとき、市内のいたるところにゆるキャラの 

“くまもん”があり、その多さに驚きました。 

本セミナーは、九州地方の学生や若手研究者、

企業研究者の交流及び研究の進展を目的として

おり、26研究室/団体から126名が参加されました。

初日に招待講演、模範ポスター講演、一般ポス

ター発表、情報交換会、2 日目に九州分析化学奨

励賞受賞講演が行われました。ポスター発表では、

発表者が多かったため、2 部に分けられており、発

表者であった私も他の方の発表を聞きに行くこと

ができました。九州支部の方の発表は、薬剤やタ

ンパク質、DNA に関する分析をされている方が多

く、今まで私自身が触れてきた研究分野と異なる

ため、何もかもが新鮮でした。また、幸いにも私自

身、ポスター賞をいただくことができました。 

私は、6 月は北海道支部主催の緑陰セミナー

に参加致しましたが、本セミナーでは、緑陰セミ

ナーにはない工夫がありました。例えば、ポスター

発表の前に、模範ポスター講演というものが設け

てありました。これは、第 52 回化学関連支部合同

九州大会 九州分析化学ポスター賞を受賞され

た学生がポスター発表の模範するのを見るもので

あり、ポスターの見やすさや、発表の仕方に関し

て、とても参考になりました。 

また、招待講演や九州分析化学奨励賞受賞講演

に対するよい質問をした学生にベスト質問賞が贈ら

れ、こういうのも学生の刺激になると感じました。 

夕食の際は、研究室紹介がありましたが、1 研

究室 3 分という短い時間で行うために、コントや一

発芸などを行うグループが多く、緑陰セミナーと

違ったにぎやかさがありました。 

若手交流事業  

ポスター発表風景 

全体集合写真 
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その後の情報交換会では、九州支部の多くの

先生方や学生と意見を交わすことができ、北見と

いう土地柄、なかなか他の学生と意見を交わす機

会が少ない私にとって、とても貴重であり、今後の

励みにもなりました。 

最後に紙面上をお借りして、このような機会を

与えていただきました、本セミナーの世話人であり

ます熊本大学 大平 慎一先生をはじめ、九州支

部の先生方、指導教員であります北見工大 大

津 直史先生、北海道支部長 北見工大 宇都 

正幸先生をはじめ北海道支部の先生方に深く感

謝申し上げます。 

(北見工業大学マテリアル工学専攻 

博士前期課程 １年) 

 

 

 

 

 

 

支部会員の皆様は既にご存知のことと思いま

すが、分析化学会の第 65 年会が北大の工学部

で開催されることになりました。会期は2016年の9

月14日から16日までの3日間です。年会は分析

化学会の 7 つの支部が持ち回りで開催するもの

であり、7 年周期で担当が巡ってきます。前回は、

2009 年に第 58 年会が中村博実行委員長のもと

で開催されています。年会は 1300 名程度の会員

が集まる学会最大の行事であり、講演申し込みや

参加登録の業務は本部が行うことにはなっていま

すが、年会の実施のための準備作業は膨大なも

のとなります。支部の幹事のほぼ全員に実行委員

になっていただき役割分担を行って取り組まなけ

ればなりません。「ぶんせき」誌の扉にも書かせて

いただきましたが、年会の準備作業を行う中から

支部会員間の交流も生まれ、それが年会を盛り

上げるとともに、その後の 6 年間の支部活動を支

える原動力になっているような気がします。 

さて、これまでの年会開催のための準備状況を

お知らせします。4月に開催された平成27年度の

支部幹事会の中で、第 65 年会の準備委員会を

開催し、そこで開催日と開催場所を決めるとともに、

各委員のおおよその役割分担を承認していただ

きました。また、10 月には各担当の責任者に集

まっていただき責任者会議を開催いたしました。

さらに 11 月の支部幹事会の後に、第 1 回の実行

委員会を開催いたしました。この時には本部理事

の内山先生にも来ていただき、本部主催のシンポ

ジウムの実施について意見交換をすることもでき

ました。それと同時に、5 月の山梨大での討論会

では、第 65 年会の会場と開催日を示したポスター

を休憩室に掲載しました。また、9 月に九大で開催

された第64年会では、北海道の秋のイメージを示

したチラシを参加者全員に配布するとともに、懇親

会の席上で第65 年会の案内を行いました。 

これまでの実行委員会等の協議の中で、決まり

つつあることを以下に示します。 
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【シンポジウム】 

・ 特別シンポジウム（実行委員会主催） 

    化学教育における分析化学の役割 

    医療に関わる分析化学 

    農工連携と分析化学 

    界面現象を解明する分析化学   

    環境に関わる分析化学 

    若手シンポジウム：若手研究者サバイバル

術 

・ 第三回アジア分析科学シンポジウム（本部

主催） 

・ 産業界シンポジウム（本部主催） 

・  

【プログラム】  

9 月 14 日（水）： 

一般講演（口頭），若手講演（口頭・ポス

ター），依頼講演（口頭），テクノレビュー講

演（口頭），研究懇談会講演，特別シンポ

ジウム，受賞講演，ランチョンセミナー 

9 月 15 日（木）： 

一般講演（口頭・ポスター），若手講演

（口頭・ポスター），依頼講演（口頭），テク

ノレビュー講演（口頭），研究懇談会講演，

特別シンポジウム，受賞講演，ランチョン

セミナー，学会賞等授賞式，学会賞受賞

講演，懇親会 

9 月 16 日（金）： 

一般講演（口頭・ポスター），若手講演

（口頭），依頼講演（口頭），テクノレ

ビュー講演（口頭・ポスター），研究懇談

会講演，特別シンポジウム，受賞講演 

 

【付設展示会】 

9 月 14 日（水）～16 日（金） 

 

【講演区分】 

・ 一般講演 15分（講演12分，質疑応答3分） 

・ 若手講演 10分（講演7分，質疑応答3分） 

・ 依頼講演 20分（講演17分，質疑応答3分） 

・ テクノレビュー講演 30 分 

（講演25分，質疑応答5分） 

・ 技術功績賞・奨励賞受賞講演 30 分 

（質疑応答時間含む） 

・ 学会賞受賞講演 40 分（質疑応答時間含

む） 

・ 研究懇談会講演 60 分または 30 分（質疑

応答時間含む） 

・ ポスター発表（一般・若手・テクノレビュー） 

コアタイム 60 分 

・  

【ランチョンセミナー】 

9 月 14 日（水）・15 日（木）12:15～13:05 

 

【学会賞等授賞式】 

9 月 15 日（木）13:20～14:10 

 

【学会賞受賞講演】 

9 月 15 日（木）14:20～16:20 

 

【ミキサー】 

9 月 15 日（木）18:30～20:00（若手ポスター

賞授与式 18:30～19:00）懇親会と同時開催 

 

【懇親会】 

9 月 15 日（木）18:30～20:30 キリンビール

園本館中島公園店（地下鉄南北線中島公

園駅徒歩 2 分） 

 

大きな変更点として、これまで年会初日に行っ

ていたミキサーを懇親会と同時開催とし 2 日目に

実施することにしました。今回の懇親会場がキリン

ビール園でジンギスカンを行うことから、教員も学

生も一緒になって交流することにしたものです。 

今後の予定として、2016 年の 4 月に第 2 回実

行委員会を行うことを予定しています。支部の皆

様の益々のご協力をお願いいたします。 

なお、本年 8 月の終わりより実行委員会の事務

を春木心さんに手伝ってもらっています。毎週火

曜日と金曜日の 9 時から 14 時までの勤務となっ

ていますので宜しくお願いします。 

 

実行委員長 田中 俊逸 

（北海道大学大学院地球環境科学研究院） 
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この欄では分析化学会北海道支部の転入や

転出、新入会など会員に関する情報をお伝えし

ます。次の方々の入会が認められた（「ぶんせき」

誌2015年7月号～11月号のお知らせ欄掲載分）

ほか、転入及び退会の情報をお寄せいただきま

した。会員に関する情報をお持ちの方は、支部

ニュース編集委員までお知らせください。 

 
 
 

支部ニュース第 52 号をお届けいたします。この

度、ご多忙の中、ご寄稿頂きました執筆者の皆様

に、この場を借りまして厚くお礼申し上げます。ま

た今回、学生会員を代表して北見工大の角地さん

に若手交流事業の報告をご執筆頂きました。支部

会員の皆様には次号以降も執筆依頼があるかと存

じますが、その際は何卒よろしくお願い致します。 

さて、本支部ニュース内でも実行委員長の田中 

 

先生からご案内頂きましたように、日本分析化学

会第 65 年会が北海道大学で開催されます。支部

会員の皆様と共に盛り上げていければと存じます。 

来年度の支部ニュース編集は久保渓女（日生

バイオ㈱、留任）と三原義広（北海道薬科大学薬

学科、新任）の二人体制で行う予定です。今後と

も支部ニュースへのご支援ならびにご協力をお願 

い申し上げます。                                       

（編集委員 ：堺井亮介、久保渓女）

 

 

北海道分析化学受賞者発表／授賞式・受賞記念講演会ご案内 ･･･････････････････････････ １ 

《第 51 回氷雪セミナー》ご案内（藤吉亮子） ･･･････････････････････････････････････････････ ２ 

《化学系学協会北海道支部 2016 年冬季研究発表会》ご案内（蠣崎悌司） ･･･････････････････ ３ 

《化学系学協会北海道支部 2016 年冬季研究発表会》プログラム････････････････････････････ ４ 

《2015 年度公開セミナー》報告（齋藤徹） ････････････････････････････････････････････････ １２ 

《2015 年北海道地区化学教育研究協議会》報告（山田幸司） ･････････････････････････････ １２ 

若手交流事業《第 33 回九州分析化学若手の会夏季セミナー》に参加して（角地優子）･･･････ １３ 

《日本分析化学会第 65 年会》のお知らせ（田中俊逸） ････････････････････････････････････ １４ 

 

新入会のみなさん 

明本 靖広 （北海道大学大学院環境科学院） 

坂上 寛敏 （北見工業大学大学院） 

Aneksampant Apichaya （北海道大学） 

(敬称略、順不同) 

  

北見市公園町 165 北見工業大学マテリアル工学科内   

支部長 宇都 正幸 

TEL ： 0157-26-9454 

E-mail ： jsac-hb@w9.dion.ne.jp 

URL :  http: //www.jsac.or.jp/~hokkaido/index.html 

 

  

公益社団法人 

日本分析化学会北海道支部 

  

2015 年 12 月 15 日 

北海道支部ニ ュース第52号 
日本分析化学会 北海道支部  
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